
PRESS RELEASE             

 鹿児島相互信用金庫は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

令和３年４月吉日 

各 位 

鹿児島相互信用金庫 

 

 

鹿児島相互信用金庫・阿久根市・鹿児島国際大学の官学金連携による 

『「食のまちあくね」特産品ＥＣサイトマーケティング調査事業報告会』の開催について 

 

鹿児島相互信用金庫（本店：鹿児島市、理事長：永倉 悦雄）及び阿久根市（市長：西平 良

将）、鹿児島国際大学（住所：鹿児島市、学長：大久保 幸夫）は、官学金の連携により阿久根

市の地域振興を図ることを目的として『「食のまちあくね」特産品ＥＣサイトマーケティング調

査事業』に取組んでまいりました。 

当該事業における成果を発表するため、下記のとおり「調査事業報告会」を開催いたしまし

たのでお知らせします。 

 

記 

 

１．報告会について 

（１）名   称 「食のまちあくね」特産品ＥＣサイトマーケティング調査事業報告会 

（２）開 催 日 時 令和３年 3 月 26 日（金）１５時～ 

（３）会 場 風テラスあくね 

（阿久根市塩鶴町２－２） 

（４）出 席 者 阿久根市長   西平 良将 

鹿児島相互信用金庫 常務理事 大迫 哲也 

鹿児島国際大学 学長  大久保 幸夫 

（５）内 容 ① 大学生から今回の事業について報告 

② 鹿児島国際大学副学長による成果発表に対する総括 

③ 阿久根市による事業総評 

 

２．「食のまちあくね」特産品ＥＣサイトマーケティング調査事業について 

地域の生産者や事業所が新型コロナウイルス感染症拡大で売上を減少させているなか、家で

過ごす時間が増えていることを背景に売上を拡大している「ＥＣサイト」に着目。 

鹿児島国際大学の表ゼミナールの学生３名が、クラウドファンディングを導線としたＥＣサ

イトへの誘導と、ＥＣサイトを活用した市内特産品の販路拡大等による商工業の振興と地域活

性化を目的とした調査・研究を行いました。 

今回の調査事業報告会では、ＥＣサイトの運営で得られたデータをもとに、今後の阿久根市

特産品の販路拡大等に資するＥＣサイト構築と円滑な運用等における課題や解決策等の提言を

行いました。 
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３．報告会の様子 

 

阿久根市 西平市長挨拶 

 

鹿児島国際大学 大久保学長挨拶 

 

鹿児島相互信用金庫 大迫常務挨拶 

 

鹿児島国際大学 表ゼミナール発表① 

 

鹿児島国際大学 表ゼミナール発表② 

 

鹿児島国際大学 千々岩副学長講評 
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聴講者からの質疑応答 

 

阿久根市 商工観光課長総括 

 

４.これまでの「官学金連携」の実績について 

阿久根市・鹿児島国際大学・鹿児島相互信用金庫の３者は、平成 26 年７月に「阿久根市地域

活性化共同事業に関する覚書」を締結。以降、官学金が連携して地域活性化に向けた様々な研

究・事業を展開してまいりました。 

過去には、次のような事業を実施しております。 

・ 信金中央金庫が主催する首都圏商談会へ出展する阿久根市の事業者に学生が同行 

・ 阿久根駅において、阿久根市及び周辺自治体の特産品を販売するフェアを開催 

・ 空き店舗を活用したチャレンジショップ運営による市街地の賑わい創出の調査と提案 

・ 飲食事業者と地域産品の活用による市街地賑わい創出のため「バル街」を実施 

・ 「DEAN&DELUCA」と連携し、阿久根市農林水産品を活用した料理コンテスト等を開催 

・ 阿久根市の特産品を利用した新商品（スイーツ）開発と、フードトラックを活用しテスト

マーケティングを実施 

 

 

以 上  

 

 

 
 
 

【本件に関する問い合わせ先】 
鹿児島相互信用金庫 
そうしん地域おこし研究所（担当：本永・白石） 
〒890-0062 鹿児島市与次郎 1-6-30 
電話：099-259-5222 FAX：099-259-5227 


